平成２７年度長野県スポーツ少年団競技別交流大会　北信地区大会開催要項

(　柔　　　道　)

1　目　　的　　スポーツ少年団活動の活性化を図るため、団員の交流の場を提供し、団員 相互の連

帯感を高めることを目的とする

２　主　　催　　長野県教育委員会　公益財団法人長野県体育協会　長野県スポーツ少年団
３　主　　管　　北信地区スポーツ少年団連絡協議会　飯山市スポーツ少年団

４　後　　援　　飯山市　飯山市教育委員会　飯山市体育協会

５　期　　日　　平成２７年９月２３日(祝水)
　　　　　　　　 受付　午前8時30分　　開会式　午前9時00分

６　会　　場　　飯山市武道館　柔道場

　　　　　　　　　（飯山市大字飯山２７４２番地の１）
　
７　競技種目　　柔　道

８　競技内容　　別　紙

９ 参加資格　　(1) 平成２７年度スポーツ少年団登録団員及び指導者

　　　　　　 　(2) 全日本柔道連盟に登録した者であること。

　　　　 　　　(3) 各団は、審判員（有段者の指導者）を3名出すこと。

　　　 　　　　(4) 各団は、応急手当の準備をしておくこと。

　　　　　　 　(5) 参加者は所属学校長に届出、参加申込みをすること。

1０ 申込方法　　別紙申込書により９月４日(金)までに飯山市スポーツ少年団事務局へ申込みくだ

さい

1１ 申 込 先　　〒389-2251  飯山市大字旭4,722　　飯山市民体育館内

　　　　　　　　　　　　　　　飯山市スポーツ少年団事務局　　
　　　　　　　　℡・FAX　0269-63-2787  担当　中村
　　　　　　　　　　　　　　　電子メール：taikyou1@iiyama-catv.ne.jp
競　　技　　内　　容
(競技上の注意)
1　チーム編成について

　(1)　団体戦　　　1チーム3名とする

　　　　　　　　　 小学生・中学生の部それぞれ各団5チームとする

　(2)　個人戦　　　各団何人参加しても良い

                   小学生　  1、2年生　　男子、女子の部

                   　　　　　3、4年生　　男子、女子の部

                   　　　　　5、6年生　　男子、女子の部

                   中学生　　　　　　　　　男子、女子の部

2　試合方法について

　(1)　団体戦、個人戦ともにトーナメント勝ち抜き戦とする

　　　　(団体戦は、小学校4年生以上とする)
　(2)　試合時間は3分(小学生は2分)とし、勝負が決しないときは延長戦は行わず、僅差判定とする

　　　 ただし、団体戦で同率の場合は、代表戦1回のみとする

(3)　試合規則は、国際柔道連盟試合審判規程で行い国際柔道連盟試合審判規程「少年大会申し合せ

事項」を適用する

 (4)　「優勢勝ち」の判定基準は、「有効」または「指導2」以上とし、得点差がない場合は僅少差

　　　（旗判定）をもって勝敗を決する（GSは行わない）

(5)　団体戦は、学年の小さい方から、又同学年は体重の軽い方から順番とする

(6)　組み合わせ抽選会は、主管において行う
3　その他

 (1)  参加団は、団旗を持参すること。
  (2)  参加団は、閉会式終了後まで全員参加すること。
　(3)　参加団員及び指導者、補助員は昼食持参のこと。

　(4)　負傷等については応急処置のみ行う。

　(5)　大会参加者は、スポーツ安全保険に加入していること。

　(6)　出場選手及び監督、保護者は申込みした時点で、体格差のある選手との対戦があることを了承したものとする。

　(7)　受け身の未熟なものは、各団の責任において参加させないもの。
　(8)　団体戦出場チームは下記様式の選手名表を模造紙に作成し当日受付に提出すること

　　 　字体は、楷書で太字とする

	先鋒
	中堅
	大将
	学校名
	

	氏　名
	
	
	
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A3の大きさ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　(9)　脳震盪の対応について

　　　　ジュニア(20歳未満)以下の大会要項に下記条項を追加する。
選手及び指導者は下記条項を遵守すること。

　　　　①大会前1ヶ月以内に脳震盪を受傷した者は、脳神経外科の診察を受け、出場の許可を得る。

　　　　②大会中、脳震盪を受傷した者は、継続して当該大会に出場することは不可とする。

　　　　　（なお、至急専門医（脳神経外科）の精査を受けること。）

　　　　③練習再開に際しては、脳神経外科の診断を受け、許可を得ること。

　　　　④当該選手の指導者は大会事務局及び全柔道に対し、書面により事故報告書を提出すること。
(10)　皮膚真菌症（トンズランス感染症）について、発症の有無を各所属の責任において必ず確認すること。感染が疑わしい、もしくは感染が判明した選手については、迅速に医療機関において、的確な治療を行うこと。もし、選手に皮膚真菌症の感染が発覚した場合は、大会への出場ができない場合もある。
